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左図抽出結果4枚における全ての領域
（総数645）
方法
各領域より左に示す4種の特徴量を
算出し、主成分分析を行う
結果
全てのデータ点が混在し、型の分類
は難しい
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左図選出結果3枚において矢印で
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4種の特徴量のうち面積と主軸長に
ついて2軸プロットを行う
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型ごとの集団があり、特徴がある
ように見られる
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抽出結果不良例
より多くのサンプルへの適用
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内視鏡画像より大腸癌の診断支援を行うシステムの要望
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染色時の色むら
部位による染色の強さの強弱
ライト照射方向による画像の明るさ変化
抽出不良の原因
画像取得からレベル判断までは観察時にリアルタイムで実行
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